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私は小学校１年生の時からずっとラグビーフッ

トボール（以下ラグビーという）に関わってきた

ので、人生の、と言ってもまだ２２歳であるが、

人生の３分の２以上の期間においてプレーしてき

たことになる。だからラグビーは私の人生そのも

のと言ってよい。振り返ると、ラグビーを始めた

きっかけにおいても、ラグビーを続けることがで

きたのも、そこには様々な方々の深い愛情があっ

た。私がラグビーについて何か語るとき、その方々

の愛情を抜きには決して語れない。したがって、

本論はやや散文的にならざるを得ない。散文的に

ならざるを得ないけれども、ラグビーの楕円球の

不規則なバウンドはしばしば人生に例えられるこ

とを考えるとき、人生において深く人から愛情を

受け、深く人を愛さなければラグビーの本質は極

めることはできないのではないかと思う。ボール

を落とす反則、いわゆるノックオンはボールを落

としたプレーヤーに批判が向きがちであるが、反

対にパスを送った方のプレーヤーにもっと愛情を

持ったパスをしろと表現することさえしばしばあ

る。オールフォアワン、ワンフォアオールとは言

い古されたフレーズであるが、私が思うにフィー

ルドにおいて 15 人で展開するラグビーは人生の

縮図なのではないか。人は 1 人では生きてはいけ

ない。1 人では決してトライは出来ない。15 人が

それぞれ１００パーセント以上の力を発揮すれば、

しばしば戦前の予想をひっくり返す試合もある。

タックルはたやすいことではない。しかし１人の

プレーヤーがすべきタックルを怠ると他の１４人

に迷惑をかけることになる。楽しんでプレーをす

る余裕もプレーヤーには必要であるが、勝ち負け

に拘らない緩慢なプレーは、プレーヤーはもとよ

り観客にも感動を与えることは決してできない。

人に感動を与えることが可能なラグビーであるな

らば、是非そうしようではないか。愛情をグラン

ド一杯に展開しようではないか。私のラグビー人

生での「愛情の展開」の力の源泉となり、支えて

くださった人々について感謝の気持ちを捧げなが

ら第２章で記したい。 

以上の論点が大切な事柄ではあるがそのことは

第２章とする。その理由はこうである。愛情や緩

慢で展開される人間社会の縮図と捉えたフィール

ドは、フィールドの上空から大きな目で俯瞰して

みると、実はオンサイド側が私たち現世の人間が

繰り広げる場所であり、オフサイド側は、神の領

域と私は捉えるのである。したがって「愛情の展

開」よりも先に論じておきたいのである。オンサ

イド側では、愛情、勇気、知恵、力、工夫、友情、

信頼といった人間のあらゆるプラスの能力を出し

合って、オフサイド側のフィールド部分を少しで

も縮めるスポーツであると解釈したい。だから、

「オフサイド」という反則は、工夫も知恵も勇気

もない行為であるため神は許されない。私は、そ

のようにフィールドを分割して考え、神と人間の

関係についてラグビーを通じて考えたい。第１章

で詳しく述べたいと思う。 
第３章では、私の愛するラグビーについて、そ

れを取り巻く環境について論じたい。もっといろ

いろな人にラグビーをプレーしてもらいたいし、

もっといろいろな人にラグビーを見てもらいたい。

ラグビーの発展を願いつつ論じたい。ラグビー人

気のピークは２５年も前であろうか。今より圧倒

的にテレビ、新聞等で露出されていた。人気が先

か、マスコミの露出度が先か、鶏とたまごの関係

のようである。ラグビーは最もアマチュアリズム

を尊ぶスポーツの１つであるが、これに固執して

も全てに工夫がなくなり保守化してしまうことが

心配である。行政改革ではないが、日本ラグビー

フットボール協会が先頭となって民間の知恵の導

入、模倣も視野に入れる余地は多いにあるだろう。

観客であるたくさんの親子が、暖かい、ほのぼの

とした気持ちでラグビー場からの帰路についても

らいたいのである。私が、かつてそうだったよう

に。 


